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研究成果の概要（和文）：キンカチョウの鼻腔と嗅上皮の形態学的特性を解析した。また、行動観察でこのトリの餌好
選性の有無、ニオイによる嫌悪学習試験の可能性を解析した。その結果、(a)他のスズメ目と同様に左右独立した１対
の嗅神経束が存在し嗅球は左右区別のない単一嗅球であることが確認された。さらに (b)鼻腔の構造は単純である、(c
)鼻腔の最後部に嗅上皮が存在する、（d）嗅上皮は嗅細胞、支持細胞、基底細胞で構成されている、(e)線毛と微絨毛
を共存する嗅細胞が存在する、などを確認した。(f) ニオイ情報による嫌悪学習試験の成立は確認出来なかった。本研
究によって、キンカチョウの嗅覚系の形態学的基盤を明らかにすることが出来た。
　

研究成果の概要（英文）：We analyzed the anatomical and histological properties of the nasal cavity and olf
actory bulb of the zebra finch to investigate its functional level of the olfaction. In the nasal cavity o
f the zebra finch, although the anterior and maxillary conchae were clearly observed, there was obscure st
ructure equivalent to the posterior concha. The olfactory epithelium of the zebra finch occupied remarkabl
y small area of the posterior concha and had the histological and ultrastructural features of the olfactor
y receptor cells like already reported other avian species. The ratio of the OB size to that of the cerebr
al hemisphere was very small. The left and right OB were completely fused and located on the ventral side 
of the anterior extremity of the cerebrum. Our results suggested that the zebra finch has a limited sense 
of olfaction, as same as other passeriforme avians.
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左右の嗅神経の束を冠状断で凍結切片を作
、嗅神経を認識するレクチンで

本共に神経
束全体がレクチンに結合した。従って、キン
カチョウの嗅神経もレクチン組織化学染色
で識別することが出来ることが判明した（図
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(2) 嗅球が“単一嗅球”であることの確認
キンカチ
一の塊”として観察されたが（図４
学的にも左右が独立していない構造を持つ
ことが明らかとなった（図５
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周囲に結合することが確認された。脳の冠状
断標本において、嗅球の中央部にレクチンの
結合部が認められないことから、嗅神経は脳
の正中部分には投射していないことを示し
ている。すなわち、嗅球は組織
の区別が無い“単一嗅球”であることが証明
された（図５
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図７：嗅球の組織構造
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射先として嗅球が存在していた（図１
従って、嗅上皮は存在すると予想された。そ
こで、鼻腔の冠状断標本に
嗅細胞（鼻腔内面に線毛様構造を持つ細胞）
の存在を検索した。その結果、中鼻甲介の後
方、鼻腔最後部の空間の内側に、線毛を有す
る細胞集団が分布していることを確認した
この領域がキンカチョウの嗅上皮であるこ
とが強く示唆された（図８
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 鼻中隔によって左右鼻腔は独立している。
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り渦巻き状を示さない。
 後鼻甲介の存在が認められない（不明瞭）。

図８：鼻腔の形態と嗅上皮の位置
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方、鼻腔最後部の空間の内側に、線毛を有す
る細胞集団が分布していることを確認した。
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）嗅細胞の分布領域を検索した。逆
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を取り込んだ細胞群は、
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(7)嗅上皮を構成する細胞の微細構造
逆行性トレーサーを取り込んだ嗅細胞の形
態は、脊椎動物の鼻腔に認められる嗅細胞に
類似の形態を示していた（図１０
印で示した細胞）。次に、嗅上皮を構成する
細胞群の微細構造を解析し、このトリ他の動
物の嗅上皮との相違点について検討した。
上皮は、嗅細胞、支持細胞、基底細胞によっ
て構成されていた
 嗅細胞は鼻腔表面に向かって太い樹状突
起を伸ば
の鼻腔表面部には線毛の他に、微絨毛を同時
に派生している構造が認められた。線毛の横
断面は、線毛の特徴である“
められた
持細胞に囲まれており、そこには多数のミト
コンドリアが認められた。一方、細胞体から
基底膜に向かって細い軸索の派生が認めら
れ、基底部を詳しく観察すると、嗅細胞の軸
索が基底膜を突き抜ける構造が認められた。
支持細胞は、嗅細胞全体を囲むように存在し
ており、その細胞体は嗅細胞の細胞体よりも
上に位置し
態は、鼻腔に向かって突出する構造を示して
いた。基底細胞の特徴として、
なミトコンドリアと粗面小胞体の存在が確
認出来た。基底細胞はその細胞体
接している
 

図９：嗅上皮の形態
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